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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

安全確保のための検出又は処理を行う安全手段とこれを駆動する電源と、電源切不能手段

と、少なくとも前記電源と前記電源切不能手段とを格納する筐体と、を備え、前記電源切

不能手段は、前記安全手段と前記電源の間に介在接続し且つ制御端子の制御により導通／

非導通となる第一の制御端子を備える第一の電気的スイッチを備え、第一の制御端子の値

が所望の値では、前記電源切を不可能とし、且つ、前記電源の供給を前記筐体外から断続

できるメインスイッチを持たないことで、前記安全手段の望まれざる電源切を不可能とし

、

更に、安全を管理すべき管理エリアに所在しているかどうかを検出する管理エリア所在検

出手段、又は、前記管理エリア所在検出手段の出力に並列に存在する入力端子を備え、前

記管理エリア所在検出手段の検出出力又は前記入力端子により前記電源切不能手段を駆動

することで、前記管理エリアに所在している場合、又は、前記入力端子の制御入力の値が

前記電源切不可能に対応する値の場合には、前記安全手段に供給される前記電源の前記電

源切りを不可能にするものにおいて、

前記電源を補助するバックアップ電源と、前記電源の外れによる電位変化を検出した信号

と前記管理エリア所在検出手段が検出した信号又は、並列に存在する前記入力端子とで駆

動される電源外れ警報手段を備えたことで、前記電源外れ警報手段は、管理エリア所在検

出手段が管理エリア内に所在を検出し、又は、前記入力端子の制御入力の値が前記電源切

不可能に対応する値の場合には、前記電源の外れによる電位変化を検出した場合に警報を
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出 力 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

前 記 電 源 の 外 れ に よ る 電 位 変 化 を 検 出 し た 信 号 を 処 理 す る 手 段 と し て 、

時 間 猶 予 手 段 を 備 え る こ と で 、 前 記 電 源 の 外 れ に よ る 電 位 変 化 を 検 出 し た 信 号 に 、 電 源 外

れ の 後 の 適 当 な 短 い 時 間 の 場 合 に は 、 電 源 外 れ と 見 な さ な い 処 理 を す る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ 記 載 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

前 記 電 源 と 前 記 電 源 切 不 能 手 段 の 間 、 又 は 、 前 記 電 源 切 不 能 手 段 と 前 記 安 全 手 段 の 間 に 、

前 記 電 源 の 供 給 経 路 を 接 続 ／ 遮 断 す る 第 二 の 制 御 端 子 を 備 え た 第 二 の 電 気 的 ス イ ッ チ を 設

け て 、 前 記 第 二 の 制 御 端 子 を 管 理 権 限 者 の み の 制 御 処 理 に 供 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

前 記 管 理 権 限 者 の 名 称 又 は 認 識 符 号 を 記 憶 し た 許 可 者 メ モ リ と 比 較 手 段 を 備 え 、 前 記 比 較

手 段 に 入 力 さ れ る 前 記 管 理 権 限 者 の 前 記 名 称 又 は 前 記 認 識 符 号 を 前 記 許 可 者 メ モ リ の デ ー

タ と 比 較 照 合 し 、 照 合 出 力 に よ っ て 、 前 記 第 二 の 制 御 端 子 を 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ３ 記 載 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 事 故 や 故 障 な ど に 対 す る 安 全 を 確 保 す る た め の 安 全 用 の 電 気 装 置 で あ り 、 作 業

者 が 規 則 を 無 視 し て 安 全 装 置 の 電 源 を 切 っ て 作 業 を 行 う こ と を 防 止 す る 手 段 を 備 え た 安 全

装 置 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

安 全 装 置 と し て は 、 色 々 の も の が あ る 。 そ の 例 を 見 て み る 。 例 え ば 、 火 災 報 知 器 で は 、 煙

検 知 方 式 と 熱 検 知 方 式 の も の が 知 ら れ て い る が 、 検 知 し た 場 合 は 、 現 場 で 警 報 を 出 し 、 通

信 で 監 視 室 に 通 報 を 出 す 。 こ れ に 、 連 動 し た ス プ リ ン ク ラ ー 装 置 は 、 更 に 水 を 放 水 す る 装

置 で あ り 、 一 定 以 上 の 施 設 で は 設 置 が 義 務 付 け ら れ て い る 。 こ れ ら と は 、 異 な る 分 野 で は

、 例 え ば 、 工 事 の 分 野 で は 、 高 所 作 業 や 急 傾 斜 地 で の 作 業 現 場 で は 、 安 全 帯 の 使 用 が 義 務

付 け ら れ 、 こ れ と 連 結 し た ロ ー プ を フ ッ ク を 介 し て 固 定 支 持 物 （ 親 綱 な ど ） に 接 続 す る こ

と に な っ て い る 。 こ の フ ッ ク 掛 け や 安 全 帯 使 用 を 検 知 す る 安 全 装 置 も あ る 。 化 学 作 業 現 場

で は 、 有 害 ガ ス の 発 生 や 爆 発 性 物 質 の 検 知 を 行 っ て 、 作 業 者 に 注 意 喚 起 し て い る 。 作 業 者

も ガ ス マ ス ク 等 を し て 防 御 し て い る 。 或 い は 、 携 帯 型 の 検 知 器 を 付 け て 作 業 を し て い て 、

そ の 検 出 結 果 が 外 部 の 管 理 端 末 に 常 時 通 信 で 送 ら れ 管 理 さ れ て い る こ と も 多 い 。 放 射 線 作

業 現 場 で は 、 同 様 に 現 場 設 置 の 放 射 線 検 知 器 以 外 に も 、 携 帯 型 の 放 射 線 検 知 器 を 付 け て 作

業 を 行 っ て い る 場 合 も 多 い 。 こ の 様 に 、 多 く の 場 合 に お い て 、 安 全 装 置 が 使 わ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

然 し な が ら 、 こ の よ う な 安 全 装 置 の 使 う 場 合 に お い て 、 往 々 に し て 、 次 の 問 題 が お こ り 、

事 故 に 至 っ て か ら そ の 事 実 が 分 か っ て い る 。 即 ち 、 作 業 者 が 作 業 者 の 安 全 を 守 る べ き 安 全

装 置 の 作 動 の た め の 電 源 を 故 意 に 切 っ て し ま う こ と で あ る 。 な ぜ 、 こ の よ う な こ と を す る

の だ ろ う か 。 以 下 の 現 状 が あ る 。 以 上 に 掲 げ た 例 に よ っ て 、 そ の 実 態 を 記 述 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

先 ず 、 火 災 報 知 器 と ス プ リ ン ク ラ ー に お い て 、 火 災 報 知 器 で は 、 誤 動 作 が 極 め て 多 い 。 こ

れ に よ り 、 使 用 者 は 、 夜 間 で も 対 応 さ せ ら れ 、 消 防 署 、 警 備 保 障 会 社 な ど が 関 連 し て 、 単

な る 誤 報 で 多 く の 迷 惑 を 及 ぼ す こ と に 恐 々 す る こ と が よ く 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 状 態

で 、 本 末 転 倒 の こ と で あ る が 、 火 災 報 知 器 の 電 源 を 切 っ て し ま う こ と が 発 生 す る 。 こ の よ

う な 誤 動 作 の 課 題 に 対 し て 、 改 善 の 提 案 も あ り 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 等 に 見 る こ と が

で き る 。 ス プ リ ン ク ラ ー も 同 様 の 理 由 で 、 電 源 が 切 ら れ 、 現 実 の 火 災 で 稼 動 し な か っ た り

す る 。 以 上 の こ と が 、 誤 動 作 で な い 実 際 の 火 災 が 起 こ っ た と き に 、 事 後 の 調 査 で 、 火 災 報
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知 器 や ス プ リ ン ク ラ ー の 働 か な か っ た 事 実 、 電 源 が 切 っ て あ っ た 事 実 が 判 明 し て い る こ と

は 、 多 く の 事 件 で 経 験 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

次 に 、 例 え ば 、 高 所 作 業 の 現 場 で は 、 安 全 帯 を 付 け な か っ た り 、 そ の 関 連 の 検 知 器 の 電 源

を 切 っ て 作 業 を し て い る こ と が 見 受 け ら れ る 。 こ の よ う な 検 知 器 つ い て 、 特 許 文 献 ３ に 提

案 を 見 る こ と が で き る 。 特 に ベ テ ラ ン の 作 業 者 は 、 経 験 で 今 ま で こ の 程 度 の 作 業 は 、 事 故

に な ら ず に 作 業 し て き た 実 績 で 大 丈 夫 と 思 い 、 決 め ら れ た 安 全 手 順 を 無 視 す る こ と が 往 々

に し て 起 こ す 。 確 か に 、 不 安 要 素 が 全 て 事 故 に 繋 が る わ け で は な く 、 そ の う ち の ほ ん の 一

部 が た ま た ま 事 故 に 繋 が る の で あ る か ら 、 そ う 思 っ て も 仕 方 が な い 。 事 故 に な っ て 、 明 ら

か に な る の は 、 以 上 の 安 全 手 順 無 視 を し て い た と い う こ と で あ り 、 「 安 全 帯 を 使 っ て い れ

ば 助 か っ た 」 な ど 後 教 育 が 他 の 人 に 施 さ れ る が 、 事 故 は 相 変 わ ら ず 忘 れ た こ ろ に 繰 り 返 し

て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

化 学 作 業 現 場 や 放 射 線 作 業 現 場 で も 同 様 で あ る 。 ガ ス マ ス ク や 放 射 線 防 護 服 や そ れ に 付 け

る 検 知 器 は 、 作 業 が し に く い な ど 効 率 が 悪 い こ と が 多 い 。 更 に 暑 い 夏 場 の 場 合 に は 、 着 用

し て い る こ と 自 体 が 耐 え に く い 。 こ の よ う な 状 態 で 、 着 用 を や め た り 、 検 知 器 の 電 源 を 切

っ た り し て 、 作 業 を 行 う 。 こ の よ う な と き に 限 っ て 、 或 い は 、 い つ も そ う だ か ら か 、 事 故

に 至 り 、 事 故 調 査 に よ り 、 現 実 が 判 明 す る 。 と い う こ と は 、 事 故 に な る 前 は 、 作 業 手 順 を

違 反 し て い て も 分 か ら な い の が 現 実 で あ る 。 作 業 者 が 作 業 手 順 の 違 反 が で き な い 仕 組 み が

欲 し い わ け で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ２ ６ ８ １ １ ９

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ３ １ ２ ２ ８ ６

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ４ ０ ０ ６

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

本 発 明 の 課 題 は 、 作 業 者 が 作 業 手 順 の 違 反 、 特 に 作 業 者 が 自 己 の 思 惑 で 電 源 を 切 る こ と が

で き な い 安 全 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

本 発 明 に か か る 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 は 、 安 全 装 置 内 の 電 源 と 安 全 手 段 の 間 に

作 業 者 に よ る 電 源 切 を 不 能 に す る 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え 、 特 に 安 全 装 置 を 作 動 さ せ る 義 務

の あ る 管 理 エ リ ア に 所 在 す る こ と を 検 出 す る 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 に よ り 電 源 切 不 能 手

段 を 制 御 し て 、 管 理 エ リ ア に 所 在 し て い る 場 合 に は 電 源 切 を 不 能 と し た も の で あ る 。 以 下

、 請 求 項 に 沿 っ て 記 述 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 で あ っ て 、

安 全 確 保 の た め の 検 出 又 は 処 理 を 行 う 安 全 手 段 と こ れ を 駆 動 す る 電 源 と 、 電 源 切 不 能 手 段

と 、 少 な く と も 前 記 電 源 と 前 記 電 源 切 不 能 手 段 と を 格 納 す る 筐 体 と 、 を 備 え 、 前 記 電 源 切

不 能 手 段 は 、 前 記 安 全 手 段 と 前 記 電 源 の 間 に 介 在 接 続 し 且 つ 制 御 端 子 の 制 御 に よ り 導 通 ／

非 導 通 と な る 第 一 の 制 御 端 子 を 備 え る 第 一 の 電 気 的 ス イ ッ チ を 備 え 、 第 一 の 制 御 端 子 の 値

が 所 望 の 値 で は 、 前 記 電 源 切 を 不 可 能 と し 、 且 つ 、 前 記 電 源 の 供 給 を 前 記 筐 体 外 か ら 断 続

で き る メ イ ン ス イ ッ チ を 持 た な い こ と で 、 前 記 安 全 手 段 の 望 ま れ ざ る 電 源 切 を 不 可 能 と し

、

更 に 、 安 全 を 管 理 す べ き 管 理 エ リ ア に 所 在 し て い る か ど う か を 検 出 す る 管 理 エ リ ア 所 在 検

出 手 段 、 又 は 、 前 記 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 の 出 力 に 並 列 に 存 在 す る 入 力 端 子 を 備 え 、 前

記 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 の 検 出 出 力 又 は 前 記 入 力 端 子 に よ り 前 記 電 源 切 不 能 手 段 を 駆 動
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す る こ と で 、 前 記 管 理 エ リ ア に 所 在 し て い る 場 合 、 又 は 、 前 記 入 力 端 子 の 制 御 入 力 の 値 が

前 記 電 源 切 不 可 能 に 対 応 す る 値 の 場 合 に は 、 前 記 安 全 手 段 に 供 給 さ れ る 前 記 電 源 の 前 記 電

源 切 り を 不 可 能 に す る も の に お い て 、

前 記 電 源 を 補 助 す る バ ッ ク ア ッ プ 電 源 と 、 前 記 電 源 の 外 れ に よ る 電 位 変 化 を 検 出 し た 信 号

と 前 記 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 が 検 出 し た 信 号 又 は 、 並 列 に 存 在 す る 前 記 入 力 端 子 と で 駆

動 さ れ る 電 源 外 れ 警 報 手 段 を 備 え た こ と で 、 前 記 電 源 外 れ 警 報 手 段 は 、 管 理 エ リ ア 所 在 検

出 手 段 が 管 理 エ リ ア 内 に 所 在 を 検 出 し 、 又 は 、 前 記 入 力 端 子 の 制 御 入 力 の 値 が 前 記 電 源 切

不 可 能 に 対 応 す る 値 の 場 合 に は 、 前 記 電 源 の 外 れ に よ る 電 位 変 化 を 検 出 し た 場 合 に 警 報 を

出 力 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 に お い て 、

前 記 電 源 の 外 れ に よ る 電 位 変 化 を 検 出 し た 信 号 を 処 理 す る 手 段 と し て 、

時 間 猶 予 手 段 を 備 え る こ と で 、 前 記 電 源 の 外 れ に よ る 電 位 変 化 を 検 出 し た 信 号 に 、 電 源 外

れ の 後 の 適 当 な 短 い 時 間 の 場 合 に は 、 電 源 外 れ と 見 な さ な い 処 理 を す る こ と を 特 徴 と す る

。

【 ０ ０ １ ２ 】

請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 に

お い て 、

前 記 電 源 と 前 記 電 源 切 不 能 手 段 の 間 、 又 は 、 前 記 電 源 切 不 能 手 段 と 前 記 安 全 手 段 の 間 に 、

前 記 電 源 の 供 給 経 路 を 接 続 ／ 遮 断 す る 第 二 の 制 御 端 子 を 備 え た 第 二 の 電 気 的 ス イ ッ チ を 設

け て 、 前 記 第 二 の 制 御 端 子 を 管 理 権 限 者 の み の 制 御 処 理 に 供 し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 に お い て 、

前 記 管 理 権 限 者 の 名 称 又 は 認 識 符 号 を 記 憶 し た 許 可 者 メ モ リ と 比 較 手 段 を 備 え 、 前 記 比 較

手 段 に 入 力 さ れ る 前 記 管 理 権 限 者 の 前 記 名 称 又 は 前 記 認 識 符 号 を 前 記 許 可 者 メ モ リ の デ ー

タ と 比 較 照 合 し 、 照 合 出 力 に よ っ て 、 前 記 第 二 の 制 御 端 子 を 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

以 上 の 様 に 構 成 さ れ て い る の で 、 作 業 者 が 自 己 の 思 惑 で 電 源 を 切 っ て 、 安 全 装 置 の 作 動 を

停 止 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 に 使 用 可 能 な 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段

の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 に 使 用 可 能 な 電 源 切 不 能 手 段 の 一 実 施

態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 の 作 業 者 又 は 現 場 者 以 外 の 管 理 者 に よ

る 電 源 切 断 が 可 能 な 管 理 制 御 手 段 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 に 用 い て 好 都 合 な 電 源 外 し 防 止 手 段 の

一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 の 機 能 を 実 現 す る た め に や っ て は い け

な い 必 須 な 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

本 発 明 に よ る 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 は 、 安 全 装 置 内 の 電 源 と 安 全 手 段 の 間 に 作

業 者 に よ る 電 源 切 を 不 能 に す る 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え 、 特 に 安 全 装 置 を 作 動 さ せ る 義 務 の

あ る 管 理 エ リ ア に 所 在 す る こ と を 検 出 す る 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 に よ り 、 電 源 切 不 能 手

段 を 制 御 し て 管 理 エ リ ア に 所 在 し て い る 場 合 に は 電 源 切 を 不 能 と し た も の で あ る 。 以 下 図

に 沿 っ て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】

図 １ は 、 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 電 源 切

不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 １ ０ ０ は 、 安 全 手 段 １ １ ０ と こ れ に 駆 動 電 力 を 供 給 す る 電 源 １

２ ０ と 、 両 者 の 間 に 介 在 し て 、 電 源 １ ２ ０ か ら 安 全 手 段 １ １ ０ へ の 電 力 供 給 を 遮 断 す る こ

と を 不 能 に す る 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ を 備 え る 。 安 全 手 段 １ １ ０ は 、 安 全 の た め の 環 境 を

検 出 す る 検 知 装 置 や そ の 結 果 、 警 報 や 表 示 を 出 す 警 報 ・ 表 示 装 置 や 、 ス プ リ ン ク ラ ー の よ

う に 安 全 処 理 を 行 う 装 置 で あ る 。 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ は 、 管 理 す べ き 特 定 の 場 合 、 例 え

ば 、 危 険 作 業 の 管 理 エ リ ア に 存 在 時 に 、 作 業 者 や 現 場 で の 勝 手 な （ 作 業 者 の 自 己 の 思 惑 に

よ る ） 電 源 切 り が で き な い よ う に し て 、 安 全 を 確 保 す る こ と 、 又 は 、 権 限 の あ る 管 理 者 等

に よ る 特 定 の 設 定 が あ っ た 場 合 に 電 源 切 り を 行 う 等 、 安 全 を 確 認 し た 上 で の 処 理 を 可 能 に

す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

例 え ば 、 管 理 エ リ ア に 存 在 時 に 、 作 業 者 や 現 場 で の 電 源 切 り を 不 能 に す る た め の 手 段 と し

て 、 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ を 備 え る と 好 都 合 で あ り 、 そ こ で 、 作 業 者 が 管 理 エ リ

ア に 存 在 し て い る こ と を 検 出 し て 、 そ の 信 号 に よ り 、 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ を 駆 動 す る こ

と で 、 作 業 者 に よ る 電 源 切 は 不 能 に な る 。 又 、 場 合 に よ っ て は 、 管 理 設 定 入 力 端 子 １ ５ ０

か ら 管 理 者 が 設 定 す る こ と で 、 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ を 駆 動 す る こ と で 電 源 切 断 の 可 能 ・

不 能 を 施 す こ と が で き る 。 尚 、 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ が そ の 他 の も の と 別 に あ る

場 合 は 、 こ の 出 力 を 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ に 伝 え る た め に 通 信 手 段 １ ６ ０ を 備 え る こ と も

あ り え る 。 こ れ ら の 詳 し い 事 情 は 、 図 ２ と 図 ３ 、 図 ４ で 説 明 す る 。 尚 、 安 全 手 段 １ １ ０ へ

の 電 源 供 給 が Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ さ れ る こ と は 、 そ の 他 の 手 段 、 例 え ば 、 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手

段 １ ４ ０ や 、 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ や 通 信 手 段 １ ６ ０ の 電 源 が Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ さ れ る こ と と

は 異 な る こ と を 付 記 し た い 。 当 然 の こ と で あ る が 、 例 え ば 、 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ の 回 路

を 動 作 さ せ る 電 源 が 供 給 さ れ て い る こ と が 、 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ の 動 作 を さ せ る た め に

必 須 の こ と だ か ら で あ る 。 従 っ て 、 こ れ ら に は 、 点 線 で 示 す よ う に 電 源 が 供 給 さ れ て い る

。 安 全 手 段 １ １ ０ 本 体 の み 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ を 介 し て 電 源 が 供 給 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

図 ２ は 、 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 に 使 用 可 能 な 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段

１ ４ ０ の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 ２ － Ａ で は 、 管 理 エ リ ア ２ １ ０ の 入 退 場 の た め の 出

入 口 ２ ２ ０ が あ る 例 で あ り 、 こ こ を 通 過 す る 作 業 者 が 入 場 す れ ば 、 退 場 す る ま で は 、 こ の

管 理 エ リ ア に 所 在 す る と 判 断 す る 場 合 で あ る 。 ２ － Ｂ で は 、 管 理 エ リ ア ２ １ ０ 内 が 複 数 の

所 在 検 知 区 域 ２ ３ ０ で 構 成 さ れ 、 管 理 エ リ ア ２ １ ０ 内 に 作 業 者 が 所 在 す る と 、 い ず れ か の

所 在 検 知 区 域 ２ ３ ０ の セ ン サ で 検 知 さ れ る も の で あ る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 セ ン サ と し て

は 、 以 下 の よ う な も の が 使 用 可 能 で あ る 。 セ ン サ を 所 在 検 知 区 域 ２ ３ ０ が 備 え る 場 合 、 人

感 セ ン サ 、 画 像 セ ン サ で は 、 安 全 装 置 が 現 場 据 付 型 の も の で は 、 そ の 間 を 有 線 で 繋 い で も

よ い 。 安 全 装 置 が 作 業 者 携 帯 の も の で は 、 そ の 結 果 を 無 線 の 通 信 手 段 １ ６ ０ に よ り 伝 達 し

な け れ ば な ら な い 。 セ ン サ が 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ Ｔ Ａ Ｇ と そ の リ ー ダ ー に よ る 場 合 、 リ ー ダ ー を 所

在 検 知 区 域 ２ ３ ０ と 作 業 者 と で ど ち ら に 有 す る か 、 及 び 、 安 全 装 置 が 現 場 据 付 型 か 、 作 業

者 携 帯 型 か の 組 み 合 わ せ に よ り 、 通 信 手 段 １ ６ ０ の 構 成 が 異 な る 。 例 え ば 、 リ ー ダ ー を 所

在 検 知 区 域 ２ ３ ０ に 置 き 、 作 業 者 の 有 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ Ｔ Ａ Ｇ を 読 み 取 り 、 安 全 装 置 が 作 業 者

携 帯 型 で あ る 場 合 は 、 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 し た 信 号 を 無 線 の 通 信 手 段 １ ６ ０ に よ り 、 電 源

切 不 能 手 段 １ ３ ０ に 伝 え な け れ ば な ら な い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

こ れ ら の 事 情 を ２ － Ｃ 、 ２ － Ｄ で 説 明 す る 。 ２ － Ａ で も ２ － Ｂ で も 考 え 方 は 同 じ で あ る 。

２ － Ａ を 例 に 説 明 す る 。 無 線 に よ る 通 信 手 段 が 必 要 に な る か ど う か は 、 主 に 安 全 装 置 が 作

業 者 携 帯 型 か 、 現 場 据 置 型 に 依 存 す る 。 こ こ は 、 作 業 者 携 帯 型 を 例 に 説 明 す る 。 ２ － Ｃ に

お い て 、 作 業 者 の 携 帯 す る 安 全 装 置 側 に 管 理 エ リ ア に 入 っ た こ と を 検 出 す る セ ン サ １ ４ ０

Ａ を 備 え 、 そ の 結 果 か ら 管 理 エ リ ア に 所 在 し て い る か を 判 断 す る 管 理 エ リ ア 所 在 判 定 手 段

１ ４ ０ Ｂ も 備 え て い る 場 合 で あ る 。 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ は 、 セ ン サ １ ４ ０ Ａ と

管 理 エ リ ア 所 在 判 定 手 段 １ ４ ０ Ｂ で 構 成 さ れ て い る 。 勿 論 、 記 述 し て い な い が 、 電 源 切 不
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能 手 段 １ ３ ０ や 安 全 手 段 １ １ ０ も 、 作 業 者 の 携 帯 す る 安 全 装 置 側 に 備 え て い る こ と に な る

。 こ の よ う な 構 成 で は 、 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ か ら の 信 号 は 、 通 信 手 段 １ ６ ０ を

介 す る こ と な く 直 接 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ に 与 え る こ と が で き る 。 出 入 口 で 所 在 を 検 知 す

る セ ン サ と し て は 、 出 入 口 に 付 け た Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ Ｔ Ａ Ｇ を 安 全 装 置 側 に 備 え た リ ー ダ ー で 読 む

こ と で も 良 い 。 出 入 口 の 目 印 を 安 全 装 置 側 に 備 え た 画 像 カ メ ラ で 読 む こ と で も 可 能 で あ る

。

【 ０ ０ ２ １ 】

こ れ に 対 し て 、 ２ － Ｄ で は 、 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ は 、 管 理 エ リ ア の 出 入 口 に 備

え て い る 例 で あ る 。 出 入 口 ２ ２ ０ に は 、 入 退 場 を 検 出 す る セ ン サ １ ４ ０ Ａ が あ る 。 こ の 信

号 出 力 は 、 管 理 エ リ ア 所 在 判 定 手 段 １ ４ ０ Ｂ に 送 ら れ 、 そ の 結 果 は 、 通 信 手 段 １ ６ ０ Ａ 、

１ ６ ０ Ｂ を 介 し て 、 作 業 者 携 帯 の 安 全 装 置 の 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ に 伝 え ら れ る 。 こ の 例

で は 、 通 信 手 段 １ ６ ０ Ａ は 管 理 エ リ ア 側 に 、 通 信 手 段 １ ６ ０ Ｂ は 、 作 業 者 携 帯 の 安 全 装 置

側 に あ る 。 更 に 、 入 退 場 を 検 出 す る セ ン サ １ ４ ０ Ａ と し て は 、 以 下 の よ う な も の が 可 能 で

あ る 。 光 ス ク リ ー ン で は 、 照 射 光 が 出 入 口 に あ り 、 こ れ を 作 業 者 が 横 切 っ た 場 合 に 、 反 射

光 や 透 過 光 の 強 度 に 影 響 が で る の で 、 こ れ を 受 光 器 で 捕 ら え て 、 作 業 者 を 検 知 す る 。 進 行

方 向 に 二 つ の ス ク リ ー ン を 適 度 な 距 離 を 隔 て て 設 置 す る こ と で 、 ど ち ら の ス ク リ ー ン が 早

く 応 答 し た か で 、 進 行 方 向 、 即 ち 、 出 入 を 判 断 す る こ と が 可 能 で あ る 。 又 、 光 ス ク リ ー ン

以 外 に 、 フ ッ ト （ 足 踏 ） ス イ ッ チ を 進 行 方 向 に 二 つ 備 え て も 同 様 に な る 。 ま た 、 カ メ ラ で

画 像 を 解 析 し て 出 入 判 断 す る こ と も 可 能 で あ る 。 又 、 作 業 者 の 有 す る Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ Ｔ Ａ Ｇ を 出

入 口 に 備 え た Ｔ Ａ Ｇ リ ー ダ で 読 み 取 る こ と で 、 出 入 り を 判 断 し て も よ い 。 又 、 作 業 者 の 有

す る カ ー ド を 出 入 口 に 備 え た カ ー ド リ ー ダ で 読 み 取 っ て も よ い 。 こ れ ら の 技 術 は 、 入 退 室

シ ス テ ム で 使 用 さ れ て い る の で 問 題 な く 使 用 で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

次 に 、 電 源 切 不 能 手 段 の 例 を 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装

置 に 使 用 可 能 な 電 源 切 不 能 手 段 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 色 々 な 例 が 考 え ら れ る が 、

３ － Ａ か ら ３ － Ｄ の ４ 例 を 説 明 す る 。 先 ず 、 共 通 な こ と を 説 明 す る 。 Ｐ Ｉ は 、 電 源 １ ２ ０

に 繋 が る 端 子 で あ る 。 従 っ て こ こ か ら 電 力 を 入 手 で き る 。 Ｐ Ｏ は 、 安 全 手 段 １ １ ０ の 電 源

供 給 端 子 に 繋 げ る 端 子 で あ る 。 従 っ て こ こ か ら 電 力 を 安 全 手 段 １ １ ０ に 供 給 で き る 。 Ａ Ｓ

は 、 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ に お い て 、 電 源 １ ２ ０ か ら 安 全 手 段 １ １ ０ へ の 電 力 供 給 ・ 切 断

を 制 御 す る 端 子 で あ る 。 従 っ て 、 Ａ Ｓ の 値 に よ っ て 、 作 業 者 の 思 惑 に よ る 電 源 切 を 不 能 に

す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

そ の 手 段 と し て 、 ３ － Ａ で は 、 最 も 単 純 で あ る が 、 Ｐ Ｉ と Ｐ Ｏ 間 に Ａ Ｓ に よ り Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ

Ｆ で き る 第 一 の 電 気 的 ス イ ッ チ ３ １ ０ （ サ イ リ ス タ や パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ な ど 可 能 ） を 介

そ う し た も の で あ る 。 例 え ば 、 Ａ Ｓ が ハ イ レ ベ ル （ デ ジ タ ル 信 号 ＂ １ ＂ ） で は 、 Ｐ Ｉ と Ｐ

Ｏ 間 が 導 通 、 逆 は 非 導 通 で あ る 。 こ う す る と 、 下 欄 の 機 能 に 示 す よ う に 、 管 理 エ リ ア 所 在

検 出 が 所 在 （ Ａ Ｓ が １ ） で は 、 電 源 は 供 給 さ れ る の で 、 自 動 Ｏ Ｎ 、 そ し て 、 作 業 者 に よ る

電 源 切 は 不 能 で あ る 。 逆 に 不 在 （ Ａ Ｓ が ０ ） で は 、 自 動 Ｏ Ｆ Ｆ 、 入 が 不 能 で あ る 。 即 ち 、

管 理 エ リ ア に 入 る と 勝 手 に 電 源 が 入 り 、 出 る と 勝 手 に 電 源 が 切 れ て く れ る こ と に な る 。 作

業 者 の 操 作 の 余 地 が 無 い も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

３ － Ｂ で は 、 ３ － Ａ の 第 一 の 電 気 的 ス イ ッ チ ３ １ ０ か ら Ｐ Ｏ 間 に 手 動 ス イ ッ チ ３ ２ ０ を 入

れ 、 こ れ と 並 列 に リ レ ー 駆 動 の ス イ ッ チ 切 片 ３ ３ ０ Ｂ を 入 れ 、 Ｐ Ｏ 端 子 と 接 地 と の 間 に リ

レ ー コ イ ル ３ ３ ０ Ａ を 入 れ た も の で あ る 。 リ レ ー コ イ ル ３ ３ ０ Ａ に 電 流 が 流 れ る と 、 励 磁

し て ス イ ッ チ 切 片 ３ ３ ０ Ｂ が 動 き 端 子 間 を 短 絡 し 導 通 す る 。 こ の 例 で は 、 機 能 欄 の よ う な

動 作 に な る 。 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 が 所 在 （ Ａ Ｓ が １ ） で は 、 第 一 の 電 気 的 ス イ ッ チ ３ １ ０

は Ｏ Ｎ に な る が 、 そ れ だ け で は 、 電 源 が Ｐ Ｏ に は 供 給 さ れ な い 。 そ こ で 、 作 業 者 に よ る 手

動 で の 手 動 ス イ ッ チ ３ ２ ０ を Ｏ Ｎ に す る 操 作 が 必 要 と な る 。 一 端 、 Ｏ Ｎ に す る と 、 電 源 は

Ｐ Ｏ 端 子 に 供 給 さ れ 、 リ レ ー コ イ ル ３ ３ ０ Ａ に 電 流 が 流 れ る 。 そ の 結 果 、 ス イ ッ チ 切 片 ３

３ ０ Ｂ が リ レ ー 端 子 を 導 通 に す る 。 そ の 後 は 、 手 動 ス イ ッ チ ３ ２ ０ を 例 え 切 っ て も 、 リ レ
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ー コ イ ル ３ ３ ０ Ａ に よ る ス イ ッ チ 切 片 ３ ３ ０ Ｂ が 導 通 し て い る の で 、 Ｐ Ｏ 端 子 へ の 電 源 供

給 は 継 続 さ れ る 。 従 っ て 、 一 度 電 源 を 入 れ る と 、 作 業 者 は 電 源 を 切 る こ と は で き な く な る

。 管 理 エ リ ア 外 に 出 て 、 不 在 （ Ａ Ｓ が ０ ） に な る と 、 第 一 の 電 気 的 ス イ ッ チ ３ １ ０ は Ｏ Ｆ

Ｆ に な り 、 電 源 供 給 は 切 れ る 。 そ し て 、 リ レ ー コ イ ル ３ ３ ０ Ａ に 電 流 が 流 れ な く な っ て 、

ス イ ッ チ 切 片 ３ ３ ０ Ｂ が 非 導 通 に な る 。 従 っ て 、 不 在 、 エ リ ア 外 に 出 れ ば 、 勝 手 に 電 源 が

切 れ 、 入 り は 不 能 に な る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

３ － Ｃ で は 、 第 一 の 電 気 的 ス イ ッ チ ３ １ ０ に 並 列 に 手 動 ス イ ッ チ ３ ２ ０ が 接 続 さ れ て い る

。 こ れ で は 、 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 が 所 在 （ Ａ Ｓ が １ ） で は 、 第 一 の 電 気 的 ス イ ッ チ ３ １ ０

は Ｏ Ｎ に な り 、 自 動 的 に 電 源 が 供 給 さ れ て 、 作 業 者 は 電 源 を 切 る こ と は で き な い 。 管 理 エ

リ ア の 外 に い る 不 在 （ Ａ Ｓ が ０ ） で は 、 手 動 で Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ が 可 能 で あ る 。 即 ち 、 作 業 者

は 、 管 理 エ リ ア 外 で の み 操 作 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

３ － Ｄ に 置 い て 、 第 一 の 電 気 的 ス イ ッ チ ３ １ ０ に 直 列 に リ レ ー 駆 動 の ス イ ッ チ 切 片 ３ ３ ０

Ｂ 接 続 さ れ 、 こ れ ら の 接 続 し て な い 二 つ の 端 子 に 並 列 に な る よ う に 手 動 ス イ ッ チ ３ ２ ０ が

接 続 さ れ て い る 。 勿 論 、 Ｐ Ｏ 端 子 と 接 地 と の 間 に リ レ ー コ イ ル ３ ３ ０ Ａ を 入 れ 、 ス イ ッ チ

切 片 ３ ３ ０ Ｂ を 駆 動 す る よ う に し て い る 。 こ の 例 で は 、 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 が 所 在 （ Ａ Ｓ

が １ ） で は 、 ま だ 、 ス イ ッ チ 切 片 ３ ３ ０ Ｂ の 端 子 が 導 通 し て な い の で 、 電 源 は Ｐ Ｏ 端 子 に

供 給 さ れ な い 。 作 業 者 に よ っ て 手 動 ス イ ッ チ ３ ２ ０ を Ｏ Ｎ す る と 、 電 源 が Ｐ Ｏ 端 子 に 供 給

さ れ 、 リ レ ー コ イ ル ３ ３ ０ Ａ に 電 流 が 流 れ 、 ス イ ッ チ 切 片 ３ ３ ０ Ｂ の 端 子 が 導 通 し て 、 電

源 の 供 給 が 継 続 さ れ 、 Ｏ Ｎ 後 は 、 切 不 能 と な る 。 管 理 エ リ ア 外 に 出 て 、 不 在 （ Ａ Ｓ が ０ ）

に な る と 、 作 業 者 に よ っ て 手 動 ス イ ッ チ ３ ２ ０ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

尚 、 Ａ Ｓ 端 子 に 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 か ら の 検 出 結 果 を 与 え た が 、 権 限 を 持 つ 管 理 者 か

ら の 指 令 信 号 を 入 れ る こ と で 、 管 理 者 に よ る 操 作 が で き る 。 こ の 場 合 、 通 信 手 段 を 用 い る

と 遠 隔 地 か ら 管 理 者 が 操 作 で き る 。 又 、 特 定 の 管 理 者 権 限 を 持 つ も の 以 外 を 排 除 す る 目 的

で 、 特 定 者 を 判 別 す る 判 別 手 段 を 用 い る と 、 権 限 キ ー （ Ｉ

Ｄ ） を 持 つ も の し か 操 作 で き な く な る 。 又 、 Ａ Ｓ 端 子 は 作 業 者 が 触 れ な い よ う に し て お く

方 が よ い 。 尚 、 Ａ Ｓ 端 子 に 権 限 を 持 つ 管 理 者 か ら の 指 令 信 号 を 入 れ る 形 態 で は 、 Ａ Ｓ 端 子

の 値 を 「 １ 」 に 設 定 し て あ れ ば 、 エ リ ア 所 在 中 と 等 価 に な る た め 、 エ リ ア 所 在 検 出 に 無 関

係 に 作 業 者 に よ る 電 源 切 り は 不 可 能 な る の で 、 責 任 の あ る 管 理 者 し か 電 源 の 切 を 行 え な い

の で 極 め て 都 合 が よ い シ ス テ ム と な る 。 こ の よ う な 場 合 も 本 技 術 の 範 囲 と し て 有 意 義 で あ

る 。 尚 、 ３ － Ｂ 、 ３ － Ｄ の 場 合 に は 、 所 在 が 検 出 さ れ た 場 合 は 、 電 源 入 れ を 作 業 者 に 促 す

音 声 案 内 を だ す 手 段 が あ る と 好 都 合 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

図 ４ は 、 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 の 作 業 者 又 は 現 場 者 以 外 の 管 理 者 に よ

る 電 源 切 断 が 可 能 な 管 理 制 御 手 段 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 Ｐ Ｉ 端 子 が 電 源 に 接 続 さ

れ な い 代 わ り に Ｐ Ｓ 端 子 は 、 電 源 に 接 続 さ れ る 。 図 ４ に は 、 図 ３ に 示 し た 電 源 切 不 能 手 段

に 対 し て 、 更 に 管 理 者 に よ る 管 理 端 子 Ｃ を 設 け た 例 で あ る 。 Ｐ Ｉ 、 Ｐ Ｏ 、 Ａ Ｓ の 文 字 が 書

い て あ る 矩 形 の 枠 は 、 図 ３ に 示 し た 電 源 切 不 能 手 段 の 部 分 で あ る 。 ４ － Ａ で は 、 電 源 切 不

能 手 段 １ ３ ０ に 直 列 に 第 二 の 電 気 的 ス イ ッ チ ４ １ ０ を 接 続 し 、 こ の 制 御 端 子 を 管 理 端 子 Ｃ

で 制 御 す る 。 ４ － Ａ で は 、 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ の 状 態 に 関 ら ず 、 管 理 端 子 Ｃ で 電 源 を 切

る こ と が で き る 。 即 ち 、 管 理 者 は 、 通 信 な ど を つ か っ て 、 こ の 端 子 を 操 作 す れ ば 電 源 を 切

る こ と が で き る 。 管 理 端 子 Ｃ は 作 業 者 が 触 れ な い よ う に し て お く 。 ４ － Ｂ で は 、 ４ － Ａ の

管 理 端 子 Ｃ へ の 入 力 と し て 、 許 可 者 判 定 手 段 ４ ２ ０ の 判 定 結 果 を 与 え た も の で あ る 。 管 理

入 力 端 子 Ｃ Ｉ Ｄ ４ ３ ０ か ら は 、 管 理 者 認 識 符 号 を 入 れ る と 、 予 め 設 定 さ れ た 許 可 者 メ モ リ

４ ２ １ 内 の 許 可 者 Ｉ Ｄ と 比 較 手 段 ４ ２ ２ で 比 較 さ れ 、 一 致 し て い る と 、 第 二 の 電 気 的 ス イ

ッ チ ４ １ ０ を 切 る 信 号 が 制 御 端 子 に 出 さ れ る 。 勿 論 、 許 可 者 判 定 手 段 ４ ２ ０ は 遠 隔 地 の 管

理 端 末 に あ っ て 、 比 較 判 断 し て 結 果 を 通 信 で 送 っ て き て 、 こ れ を 制 御 端 子 に 与 え て も 良 い

。 こ れ ら の 手 段 は 、 所 定 の 管 理 者 以 外 が 電 源 を 切 れ な い た め 、 極 め て 有 効 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】

図 ５ は 、 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 に 用 い る 好 都 合 な 電 源 外 し 防 止 手 段 の

一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 今 ま で 、 作 業 者 が 安 全 手 段 １ １ ０ へ の 電 源 が 切 れ な い こ と を

記 述 し た が 、 こ れ に は 、 一 つ 盲 点 が あ る 。 即 ち 、 電 源 が 切 れ な く と も 、 大 元 の 電 源 （ 電 池

） を 抜 い て し ま え ば 、 安 全 手 段 １ １ ０ へ の 電 源 を 切 っ た こ と と 同 じ に な る 。 こ の よ う な こ

と へ の 防 止 策 と し て 図 ５ の 電 源 外 し 防 止 手 段 ５ ０ ０ が あ る 。 こ の 手 段 で は 、 電 源 １ ２ ０ 以

外 に バ ッ ク ア ッ プ 電 源 ５ １ ０ を 備 え て い る 。 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 ５ １ ０ は 、 基 板 に 半 田 接 合

等 、 外 せ な い よ う に 固 定 さ れ て い る の で 、 意 図 的 に 壊 さ な い 限 り 外 す こ と は で き な い 。 管

理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ は 、 電 源 １ ２ ０ が 働 い て い る と き は 電 源 １ ２ ０ か ら 、 働 い て

い な い と き は バ ッ ク ア ッ プ 電 源 ５ １ ０ か ら 常 時 電 源 を 供 給 さ れ る 。 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手

段 １ ４ ０ で 所 在 で あ る と 検 出 （ Ａ Ｓ が １ ） さ れ て い れ ば （ 或 い は 、 管 理 者 が 意 図 的 に 、 管

理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ に 繋 が っ た Ａ Ｓ 端 子 ６ ０ ０ に 「 １ 」 を 設 定 し て お け ば ） 、 Ｎ

Ｏ Ｒ ５ ２ ０ の 入 力 端 子 の １ つ は 、 ＂ ０ ＂ 状 態 で あ る 。 こ の よ う な 状 態 で 、 電 源 １ ２ ０ が 抜

か れ る と 、 端 子 ５ ３ ０ は 、 電 位 が 低 下 し て ＂ ０ ＂ 状 態 に な る 、 こ れ は 、 Ｎ Ｏ Ｒ ５ ２ ０ の 他

の 入 力 端 子 に 入 っ て い る の で 、 こ こ で 、 Ｎ Ｏ Ｒ ５ ２ ０ の 出 力 端 子 ５ ４ ０ は ＂ １ ＂ の 状 態 に

な る 。 こ の 端 子 は 、 第 三 の 電 気 的 ス イ ッ チ ５ ５ ０ の 制 御 端 子 を 駆 動 し て い る の で 、 そ の 結

果 、 第 三 の 電 気 的 ス イ ッ チ ５ ５ ０ は Ｏ Ｎ し 、 表 示 或 い は 警 報 用 の 発 光 ダ イ オ ー ド ５ ６ ０ が

点 灯 す る 。 勿 論 、 発 光 ダ イ オ ー ド ５ ６ ０ は 一 例 で あ り 、 ス ピ ー カ で 音 声 警 報 を し て も よ い

。 又 、 こ の 結 果 を 図 示 し な い 通 信 手 段 に よ り 遠 隔 の 管 理 端 末 に 伝 え る こ と も 可 能 で あ る 。

管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ で 非 所 在 で あ る と 検 出 （ Ａ Ｓ が ０ ） さ れ て い れ ば （ 或 い は

管 理 者 が 意 図 的 に 、 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ に 繋 が っ た Ａ Ｓ 端 子 ６ ０ ０ に 「 ０ 」 を

設 定 す れ ば ） 、 Ｎ Ｏ Ｒ ５ ２ ０ の １ つ の 入 力 が ＂ １ ＂ に な る の で 、 他 の 入 力 端 子 の 状 態 に 関

ら ず 、 Ｎ Ｏ Ｒ ５ ２ ０ の 出 力 は 、 ＂ ０ ＂ に な り 、 第 三 の 電 気 的 ス イ ッ チ ５ ５ ０ は Ｏ Ｆ Ｆ 状 態

で 、 表 示 或 い は 警 報 は な さ れ な い 。 尚 、 Ａ Ｓ が ０ 状 態 で は 、 第 四 の 電 気 的 ス イ ッ チ ５ ７ ０

が Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 な の で 、 そ の 他 の 手 段 ５ ８ ０ に は 電 源 は 供 給 さ れ ず 、 省 電 力 状 態 に あ る 。 Ａ

Ｓ が １ 状 態 で は 、 そ の 他 の 手 段 ５ ８ ０ に は 電 源 が 供 給 さ れ 、 通 常 の 使 用 状 態 に な る 。 こ の

よ う に 、 Ａ Ｓ が ０ の 状 態 で は 、 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ の み 電 源 が 供 給 さ れ て い る

。 尚 、 そ の 他 の 手 段 ５ ６ ０ は 、 安 全 装 置 の 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ 以 外 の 手 段 を 指

す 。 又 、 端 子 ５ ３ ０ と Ｎ Ｏ Ｒ ５ ２ ０ の 入 力 端 子 の 間 に タ イ マ ー 等 の 時 間 猶 予 手 段 ５ ９ ０ を

挿 入 す れ ば 、 電 源 外 し の 後 の 適 当 な 短 い 時 間 の 場 合 に は 、 電 源 外 し と 見 な さ な い 処 理 も 可

能 で あ る 。 右 側 に Ｐ Ｉ ／ Ｐ Ｓ の 端 子 が あ る が 、 こ れ は 、 今 ま で 他 の 図 面 で 説 明 し た も の に

対 応 す る 。 Ｐ Ｌ は 電 源 の 低 電 位 側 の 端 子 を 指 す 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

図 ６ は 、 本 発 明 の 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 の 機 能 を 実 現 す る た め に や っ て は い け

な い 必 須 な 構 成 を 説 明 す る 図 で あ る 。 こ の 図 に は 、 図 ４ の ４ － Ａ を 記 述 し て い る が 、 図 １

か ら 図 ５ の 中 の い ず れ の 図 で も 同 様 の こ と が い え る 。 通 常 の 安 全 手 段 １ １ ０ で は 電 源 １ ２

０ と の 間 に メ イ ン ス イ ッ チ ６ １ ０ が あ り 、 メ イ ン ス イ ッ チ ６ １ ０ は 筐 体 ６ ２ ０ の 外 か ら 断

続 で き る よ う に な っ て い る 。 然 し な が ら 、 今 ま で 説 明 し た 本 願 の 構 成 を と っ て も 、 図 ６ の

よ う に 電 源 １ ２ ０ と 直 列 に メ イ ン ス イ ッ チ ６ １ ０ が あ っ て は 、 こ れ を 断 続 す れ ば 電 源 の 接

続 で き る わ け で あ る か ら 、 本 願 の 機 能 は 実 現 で き ず 無 能 な も の と な っ て し ま う 。 従 っ て 、

本 願 の 機 能 を 実 現 す る に 、 以 上 説 明 し た こ と に 共 通 な 構 成 と し て 、 電 源 １ ２ ０ の 供 給 を 筐

体 ６ ２ ０ 外 か ら 断 続 で き る メ イ ン ス イ ッ チ ６ １ ０ を 持 た な い こ と が 必 須 の 構 成 で あ る 。 尚

、 筐 体 ６ ２ ０ は 、 電 源 １ ２ ０ 、 管 理 エ リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ 、 電 源 切 不 能 手 段 １ ３ ０ 等

を 格 納 す る 容 器 で あ る が 、 安 全 手 段 １ １ ０ を 格 納 す る 場 合 も あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

今 ま で 、 理 解 し や す い よ う に リ レ ー ス イ ッ チ や ゲ ー ト ス イ ッ チ な ど ハ ー ド ウ ェ ア の 電 気 的

ス イ ッ チ で 説 明 し た が 、 動 作 論 理 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア で で き る も の は 、 全 て ソ フ ト ウ ェ ア で

コ ン ピ ュ ー タ 処 理 す れ ば 可 能 な こ と は 当 然 で あ る 。 尚 、 「 Ａ Ｓ 端 子 」 は 、 請 求 項 の 記 述 で

は 、 「 入 力 端 子 」 と 表 現 し ま し た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ３ ２ 】

以 上 の よ う に 本 発 明 に よ る 電 源 切 不 能 手 段 を 備 え た 安 全 装 置 で は 、 作 業 者 の 思 惑 に よ る 勝

手 な 電 源 切 で 安 全 装 置 が 働 か な か っ た 不 安 全 行 動 を 防 止 で き る の で 産 業 上 利 用 し て 極 め て

好 都 合 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

１ ０ ０ 　 安 全 装 置 １ １ ０ 　 安 全 手 段 １ ２ ０ 　 電 源 １ ３ ０ 　 電 源 切 不 能 手 段 １ ４ ０ 　 管 理 エ

リ ア 所 在 検 出 手 段 １ ４ ０ Ａ 　 セ ン サ １ ４ ０ Ｂ 　 管 理 エ リ ア 所 在 判 定 手 段 １ ５ ０ 　 管 理 設 定

入 力 端 子 １ ６ ０ 、 １ ６ ０ Ａ 、 １ ６ ０ Ｂ 　 通 信 手 段 ２ １ ０ 　 管 理 エ リ ア ２ ２ ０ 　 出 入 口 ２ ３

０ 　 所 在 検 知 区 域 ３ １ ０ 　 第 一 の 電 気 的 ス イ ッ チ ３ ２ ０ 　 手 動 ス イ ッ チ ３ ３ ０ Ａ 　 リ レ ー

コ イ ル ３ ３ ０ Ｂ 　 ス イ ッ チ 切 片 ４ １ ０ 　 第 二 の 電 気 的 ス イ ッ チ ４ ２ ０ 　 許 可 者 判 定 手 段 ４

２ １ 　 許 可 者 メ モ リ ４ ２ ２ 　 比 較 手 段 ４ ３ ０ 　 管 理 入 力 端 子 Ｃ Ｉ Ｄ ５ ０ ０ 　 電 源 外 し 防 止

手 段 ５ １ ０ 　 バ ッ ク ア ッ プ 電 源 ５ ２ ０ 　 Ｎ Ｏ Ｒ ５ ３ ０ 　 端 子 ５ ４ ０ 　 出 力 端 子 ５ ５ ０ 　 第

三 の 電 気 的 ス イ ッ チ ５ ６ ０ 　 発 光 ダ イ オ ー ド ５ ７ ０ 　 第 四 の 電 気 的 ス イ ッ チ ５ ８ ０ 　 そ の

他 の 手 段 ５ ９ ０ 　 時 間 猶 予 手 段 ６ ０ ０ 　 Ａ Ｓ 端 子

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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